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１．学校施設の目指すべき姿 

本市では、「朝霞市教育振興基本計画」において、「心豊かに　生きる力をはぐくむ 朝霞の教育」を基

本理念として掲げ、児童生徒の安心・安全の確保、快適な教育環境の整備・充実を図ることに加え、学校・

家庭・地域が連携し、地域とともにある学校づくりを進めていくこととしています。 

それらを踏まえ、本計画では以下の 3 つの目指すべき姿を設定し、学校施設整備を進めていきます。 
 

 
 
 
 

 

 

第３章 学 校 施 設 の目 指 すべき姿 と課 題

 
学校施設の目指すべき姿

 
安全で快適な空間であること 

児童生徒の学習及び生活の場として、安心して学校生活が過ごせるよう、学校施設の安

全性や防犯性に配慮した快適な施設整備を進めます。また、教職員の働く場として良好な環

境を確保するとともに、学校を利用する誰もが使いやすい施設整備を進めます。 

 

豊かで健やかに育つ環境であること 

近年の教育内容・教育方法の変化に対応できる学校施設の環境整備に取り組み、質の高

い教育を支える教育環境の整備充実を図ります。 

 

地域の拠点として活用されること 

地域のコミュニティ、生涯学習の場として活用されるよう、地域に開かれた施設整備や、

防災拠点としての機能強化、将来的な施設の複合化や共有化等に配慮します。 
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２．学校施設の課題 

学校施設の目指すべき姿を実現する上で、次のような課題が挙げられます。 
 

[課題１]老朽化への対応 

校舎や体育館の屋根・屋上や外壁の劣化は、構造躯体そのものの劣化につながり、雨漏りや外壁仕

上げ材の剝落等、施設の安全面に大きな影響を及ぼします。 

学校施設の長寿命化を見据えた計画的な改修の実施はもとより、施設の安全性を確保するために

劣化が著しい部分の改修が早期に必要です。 

 

 躯体の健全性の確保 

（重度劣化箇所の改修）

コンクリートの割れや剥離、雨漏りや漏水等の問題が生じるなど、

劣化に対する根本的な対策が必要な建物が多く、これら重度劣化箇

所の改修を早急に行う必要があります。 

 

 

 

 

 

 

　　　　屋根防水の劣化　　　　　　　　　　コンクリートの劣化 

 

建物外部の劣化は、コンクリートの中性化による躯体の劣化につ

ながります。屋上や外壁のひび割れや塗装の劣化箇所から中性化が

進行することが予想されることから、先ずは早急に重度劣化箇所の

改修・修繕を実施し、その後に計画的な改修・修繕を行う必要があり

ます。 

 躯体以外の劣化箇所の改修 建物内部や電気・機械設備については、主として経年劣化があり、

計画的な改修・修繕を行う必要があります。給排水施設は、劣化が

進行すると、トイレの排水不良や漏水など学校衛生環境を損なうお

それがあります。 プールは、ろ過循環装置の点検や更新を計画的に

行っていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

縦樋の劣化　　　　　　　　　　　　配管接合部の劣化 
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[課題２]誰もが使いやすい施設整備 

児童生徒や学校関係者だけではなく、地域住民など学校を利用する誰もが使いやすい施設の整備

を進めることが必要です。 

 

 

[課題３]多様な学習内容・学習形態への対応 

ICT 環境の整備充実など情報化への対応、少人数指導やインクルーシブ教育等、多様化する学習

形態に対応できる環境を整えることが必要です。 

 

[課題４]環境に配慮した施設整備 

屋根や外壁の断熱、開口部の日射遮蔽や高断熱建具の設置などで外部からの熱負荷の低減を図

るとともに、LED 照明などの高効率な設備機器の導入などにより省エネルギー化を推進する必要があ

ります。 

また、太陽光発電システムや学校敷地の緑化などに取り組み、環境に配慮した施設整備が必要です。 

 

[課題５]地域の拠点としての施設整備及び災害対応 

地域コミュニティなど様々な活動の場として、また、災害時の避難所として十分な機能を確保するた

め、関係機関と連携し防災機能を強化していくことが必要です。 

 

[課題６]過大規模校の解消 

令和７（２０２５）年５月１日現在における市内小学校の学級数は、学校全体の学級数が２５学級以上

３０学級以下の「大規模校」が７校、そのうち、３１学級以上の「過大規模校」が３校となっており、学校規

模の適正化を図っていくことが必要です。 
 

 バリアフリー化 乗用エレベーターや多目的トイレの整備、通路の段差解消等、

施設全体でのバリアフリー化を図ることが必要です。

 内部仕上げのリニューアル 床や壁、天井等の内部仕上げは、全体的な改修が行われてお

らず、汚れが目立ち暗く劣化が進んでいるため、快適な環境の整

備を進めることが必要です。


